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１．新地方公会計制度の概要 

 

 自治体の予算は、当該年度の歳出は当該年度の歳入をもって充てるという会計年度独立

の原則に基づいており、そのため会計の手法も単式簿記・現金主義が採られてきました。 

しかし、これは単年度の支出額を示すものとしては大変有用ですが、一方では、その支

出が現在役立つものなのか、将来に渡って役立つものなのかの判断が難しいという問題が

あり、また、村が保有する資産についても、現在価値の把握や、将来世代が負うべき負債

の把握が難しいという課題がありました。 

 そこで、自治体が自ら保有する資産・債務の実態を把握し、情報開示を徹底するための

手段として企業会計的手法を取り入れた公会計整備の取組が行われています。 

 

 

２．本村が採用したモデル 

 

 本村では、総務省が公表した「新地方公会計制度実務研究会報告書」の中で示されたモ

デルのうち、比較的取り組みやすい手法である「総務省方式改定モデル」を採用し、平成

20年度決算分より作成を開始しました。しかし、資産価値の適切な評価の重要性が示され

ていることから、平成 23年度決算分より現存するすべての資産情報を網羅した「固定資産

台帳」を整備し、公正価値による評価を基本とした「基準モデル」を採用しています。 

 

【基準モデルと総務省方式改定モデルの特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新地方公会計制度実務研究会報告書(総務省)より抜粋 

 

基準モデル 総務省方式改定モデル

固定資産の
算定方法
(初年度期首残高)

〇現存する固定資産をすべて
　リストアップし、公正価値により評価

固定資産の
算定方法
(継続作成時)

〇発生主義的な財務会計データから
　固定資産情報を作成
〇その他、公正価値により評価

固定資産の範囲 〇すべての固定資産を網羅
〇当初は建設事業費の範囲
　⇒段階的に拡張し、立木、物品、地上権、
　　ソフトウェアなどを含めることを想定

台帳整備
〇開始貸借対照表作成時に整備
　その後、継続的に更新

〇段階的整備を想定
　⇒売却可能資産、土地を優先

作成時の負荷
〇当初は、固定資産台帳整備及び
　仕訳パターンの整備時に伴う負荷あり
〇継続作成時には、負荷は減少

〇当初は、売却可能資産の洗い出しと評価、
　回収不能見込額の算定など、現行総務省
　方式作成団体であれば負荷は比較的軽微
〇継続作成時には、段階的整備に伴う負荷
　あり

財務書類の
検証可能性

〇開始時未分析残高を除き、財務書類の
　数値から元帳、伝票に遡って検証可能

〇台帳の段階的整備等により、検証可能性
　を高めることは可能

財務書類の作成・
開示時期

〇出納整理期間後、早期の作成・開示が
　可能

〇出納整理期間後、決算統計と並行して作
　成・開示

〇売却可能資産：時価評価

〇売却可能資産以外：
　　過去の建設事業費の積上げにより算定
　⇒段階的に固定資産情報を整備
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３．財務諸表 ４表 

 今回の新地方公会計制度に伴い作成した財務書類は(1)貸借対照表(2)行政コスト計算書

(3)純資産変動計算書(4)資金収支計算書の 4つの表で構成されています。 

 (1)貸借対照表 

  村が住民サービスを提供するために保有する財産(資産)と、その資産をどのような財

源(負債・純資産)で賄ってきたのかを総括的に対象表示した財務書類です。 

 (2)行政コスト計算書 

  1 年間行政活動のうち資産形成に結びつかない行政サービスにかかる経費とその行政

サービスの提供により直接対価として得られた財源を対比させた財務書類です。 

 (3)純資産変動計算書 

  貸借対照表の純資産の部(資産－負債)に計上されている数値が 1 年間でどのように変

動したのかを示す表です。 

 (4)資金収支計算書 

  歳計現金(＝資金)の出入りの情報を性質の異なる 3 つの区分(活動)に分けて示した表

です。 

 

 また、これら４つの表は以下のような相関関係があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※財務諸表は矢印でつながった箇所が等しくなるように作成されています 

 

 

行政コスト計算書

資産の部 負債の部

１金融資産

　(1)資金

純資産の部

　純資産合計 　純経常行政コスト

資金収支計算書 純資産変動計算書

　純経常行政費用

　期末資金残高 　期末純資産残高

貸借対照表
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４．会計区分 

 今回作成した財務諸表は、以下の会計区分により作成しています。 

 

・一般会計             普通会計 

 

・介護保険特別会計 

・国民健康保険特別会計 

・簡易水道特別会計 

・後期高齢者医療特別会計             単体会計 

 

・人吉球磨広域行政組合 

・人吉下球磨消防組合 

・㈱球磨村ふるさと振興公社                   連結会計 

 

※連結会計の対象団体は、上記のほかにも数団体ありますが、財務書類の作成モデルが異なるため、

今回は対象から除外しています 

 

 

５．作成基準 

 

 本村の財務書類は、「新地方公会計制度研究会報告書 第二章 地方公共団体財務書類作

成にかかる基準モデル」及び「新地方公会計制度実務研究会報告書 第２部 基準モデル

に基づく財務書類作成要領」に基づいて作成しています。 

 今回は平成２６年度の決算にかかる財務諸表で、平成２７年３月３１日を作成基準日と

しています。なお、出納整理期間(平成２７年４月１日から５月３１日)における出納につ

いては、基準日までに終了したものとして作成しています。 

 財務分析中、村民１人当たりの数値については、平成２７年３月３１日現在の人口であ

る４，０５７人を用いて算出しています。 

  

 現在国では、「今後の地方公会計の整備促進について」において研究会を設置し、議論が

進められ、平成２６年４月３０日に報告書が取りまとめられました。この中で、固定資産

台帳の整備と複式簿記の導入を前提とした財務書類の作成に関する統一的な基準を示し、

平成２７年１月には具体的なマニュアルが作成されたところです。この統一的な基準によ

る財務書類の作成を平成２７年度から２９年度までの３年間で全ての地方公共団体へ要請

していますが、本村では移行するまでの間、現在のモデルと並行して作業を行う予定とし

ています。 
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６．平成２６年度 普通会計財務諸表  
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Ⅰ．平成 26年度 普通会計貸借対照表 

(単位：千円) 

※表示金額は千円単位となっており、四捨五入のため合計金額に齟齬が生じます 

 

貸借対照表とは、村が住民サービスを提供するために保有する財産(資産)と、その財

産をどのような財源(負債・純資産)で賄ってきたのかを総括的に対象表示した財務書類

です。 

 

  資産の部(上段)は、金融資産と非金融資産に分けられます。金融資産は、資金(現金・

預金)や債権(貸付金・貸倒引当金)、投資等(出資金・基金)などが含まれています。一方、
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非金融資産は、庁舎や小中学校などの事業用資産と道路や公園などのインフラ資産に分

類され、現金化しにくい資産(固定資産)が計上されます。 

  前年度と比較すると、金融資産では資金が３００，３５１千円増加し、基金・積立金

が２５８，８２６千円の減少となっています。基金・積立金の減少に関しては、平成２

６年度に実施した庁舎耐震改修工事関係の費用を基金・積立金を取り崩したためです。

また、庁舎耐震改修の一部工事を平成２７年度に繰越したことにより、工事代金の繰越

分が資金の増加に繋がっています。一方、非金融資産では１６３，９３２千円の減とな

っています。これは、平成２６年度で取得した固定資産より減価償却による資産価値の

目減りが大きかったことによるものです。 

 

 負債の部(中段)は、将来、支払義務の履行により村から資金流出をもたらすものです。

支払義務が１年未満のものを流動負債、１年を超えるものを非流動負債として表してい

ます。主なものは地方債で流動・非流動あわせて３，５６９，２９５千円となり、昨年度

と比較すると１４４，１３５千円減少しています。 

  

純資産の部(下段)は、資産と負債の差額になります。純資産の合計は１１，５２２，８

７４千円となります。この純資産の額は、これまでの世代が負担した部分となり、逆に、

負債の額は将来の世代が負担する部分といえます。 

  

純資産を資産合計で除することにより算出される純資産の比率は７１．５９％となり、

平均的な水準(全国水準：７０％)となっています。 
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Ⅱ．平成 26年度 普通会計行政コスト計算書 

(単位：千円) 

 
※表示金額は千円単位となっており、四捨五入のため合計金額に齟齬が生じます 

 

行政コスト計算書とは、１年間の行政活動のうち福祉活動や他団体への補助といった

資産形成に結びつかない行政サービスに要した経費と、施設の利用料など主に行政サー

ビス提供の過程で得られた財源を対比させた財務書類です。 

行政サービスを提供するうえで最も重要な財源である村税は経常収益に含めないため、

経常費用と経常収益とを比べると大幅なコスト超過になりますが、それらは地方税など

ほかの財源で賄わなければならない費用となります。 

 

 人件費では、議員報酬や職員給与のほか、共済費、臨時職員の賃金や講習会などの講師

謝礼も含まれます。昨年度と比較すると、４０，７２９千円の増となっているのは、職員

が 1 名増となったこと、臨時職員が増となったこと、共済組合負担金が増となったこと
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等が要因です。 

 物件費は、人件費以外の全ての業務費用が計上されます。減価償却費と維持補修費は

設備に関する費用です。ここで計上される減価償却費は、貸借対照表の資産の部にある

事業用資産に計上される資産の減価償却分です。インフラ資産に係る減価償却は純資産

変動計算書のなかで計上します。昨年度と比較すると維持補修費が２１４，１３９千円

の減となっています。これは、災害復旧事業に係る費用が小さかったことを意味します。 

  業務関連費用で計上される公債費は、地方債の利子に対する支払額です。経常費用全

体の約１．５％を占めています。 

 移転支出とは、村を通じて特別会計や一部事務組合、各種団体などへ移転した金額で

す。 

 

  一方、経常収益は２０３，９０６千円にとなりました。ここには、使用料や手数料な

どが計上されます。 

 

  経常費用から経常収益を引いたものが純経常行政コストとなります。このコストは、

村税や国県補助金などで補うことになります。 
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Ⅲ．平成 26年度 普通会計純資産変動計算書 

(単位：千円) 

 

※表示金額は千円単位となっており、四捨五入のため合計金額に齟齬が生じます 

 

純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の部が１年間でどのような変化があったか

を示す計算書です。貸借対照表の中でも説明したとおり、純資産の部はこれまでの世代

が負担してきた部分なので、１年間でこれまでの世代が負担してきた部分が増えたのか

減ったのかがわかります。 

純資産を減少させるものとして、まず先ほど計算した行政コスト計算書の純経常行政

コストより２，５７７，６４７千円と、貸借対照表の資産の部にあるインフラ資産として

計上された資産の減価償却として２２０，４６４千円があります。 

つぎに財源の調達があります。ここには、税収や国県補助金、地方交付税などがありま

すが、今年度は前年度と比較して災害復旧事業に伴う国や県からの収入が減少したこと

もあって、前年度より１９０，１０６千円少ない２，９１２，６７９円となりました。 

  上記の結果により平成２６年度末現在の純資産残高は、昨年度より６６，７３０千円

増加し１１，５２２，８７４千円となりました。 
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Ⅳ．平成 26年度 普通会計資金収支計算書 

(単位：千円) 

 

※表示金額は千円単位となっており、四捨五入のため合計金額に齟齬が生じます 

 

資金収支計算書とは、１年間の資金の出入りの情報を性質の異なる３つの区分(経常的

収支・資本的収支・財務的収支)に分けて表示した財務書類です。 

  経常的収支には、資産の形成に関係のない人件費や物件費などの支出と地方税や地方

交付税、手数料等の収入が計上されており、日常の行政活動による資金収支の状況が表

示されています。 

つぎに資本的収支には、公共資産の整備などによる支出と固定資産の売却や基金等の

取崩額が計上されます。 

経常的収支と資本的収支を合計したものが「基礎的財政収支(プライマリーバランス)」

といい、この数値が黒字であれば、地方債に頼らない財政運営が出来ていることになり

ます。今年度も黒字となりました。 

財務的収支では、地方債の償還に伴う支出と、新規に地方債を発行し資金を獲得した

収入が計上されます。今年度は新規借入額を抑制したため△１８９，３５２千円となっ

ていますが、地方債残高もこれに連動して減少することになります。 

 当期資金収支に期首資金残高(前年度繰越金＋前年度末歳計外現金)を合計した期末資

金残高は４５７，７０８千円となっています。 
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７．平成２６年度 単体会計財務諸表 
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８．平成２６年度 連結会計財務諸表 
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９．発生主義の観点から見た財務分析 

発生主義の財務書類を作成することにより、多角的な視点からの分析を行うことが可能

です。今回は、平成２７年１月に公表された「統一的な基準による地方公会計マニュアル」

の中の財務書類等活用の手引きの中から分析可能な指標を活用し、過去３年分の数値と比

較しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資産形成度】 

①住民一人当たり資産額(普通会計) 

 資産合計÷人口 

[15,895,886÷4,057＝３，９１８千円] 

 

 資産合計を人口で除して住民一人当たり資産額とする 

ことにより、住民等にとって分かりやすい情報となると 

ともに、他団体との比較が容易になります。 

 平成２６年度は、住宅団地整備や役場庁舎の耐震改修 

工事等により資産額が増加しています。 

 

分析の視点 住民等のニーズ 指　　　標

①住民一人当たり資産額

〇有形固定資産の行政目的別割合

②歳入額対資産比率

〇資産老朽化比率

③純資産比率

④社会資本等形成の世代間負担比率

　　(将来世代負担比率)

【関係指標】将来負担比率

⑤住民一人当たり負債額

⑥基礎的財政収支

⑦債務償還可能年数

【関係指標】健全化判断比率

⑧住民一人当たり行政コスト

〇性質別・行政目的別行政コスト

〇行政コスト対税収等比率

弾力性 資産形成を行う余裕はどのくらいあるか 【関係指標】経常収支比率

　　　　　　　 実質公債費比率

歳入はどのくらい税金等でまかなわれているか ⑨受益者負担の割合

(受益者負担の水準はどうなっているか) 【関係指標】財政力指数

効率性 行政サービスは効率的に提供されているか

自律性

将来世代に残る資産はどのくらいあるか

将来世代と現世代との負担の分担は適切か世代間公平性

財政に持続可能性があるか
(どのくらい借金があるか)

持続可能性
(健全性)

資産形成度

3,727 

3,857 

3,918 

3,500

3,600

3,700

3,800

3,900

4,000

H24 H25 H26



 
15 

 

②歳入対資産比率(普通会計)  

 資産合計÷歳入総額(決算額) 

 [15,895,886÷3,905,830＝４．０７年] 

 

 当該年度の歳入総額に対する資産の比率を算出するこ 

とにより、これまでに形成されたストックとしての資産 

が、歳入の何年分に相当するかを表し、地方公共団体の 

資産形成の度合いを測ることができます。 

 

 

【世代間公平性】 

③純資産比率（普通会計） 

 純資産合計÷資産合計×１００％ 

 [11,522,874÷15,895,886×100％＝７２．４９％]  

 

地方公共団体は、地方債の発行を通じて、将来世代と 

現世代との間で負担の配分を行います。したがって、比 

率の減少は、現世代が将来世代にとっても利用可能であ 

った資源を消費して便益を享受する一方で、将来世代に 

負担が先送りされたことを意味し、逆に、比率の増加は 

現世代が自らの負担によって将来世代も利用可能な資源 

が蓄積されたことを意味します。 

 

④社会資本形成の世代間負担比率（将来世代負担比率）（普通会計） 

(地方債＋地方債(短期)－控除地方債＋未払金及び未払費用)  

÷(非金融資産＋貸付金＋投資等－控除基金)×１００％ 

[(3,181,282＋387,983－1,600,893＋605) 

÷(13,712,548＋24,765＋1,676,942－54,991)×100％＝１２．８２％]  

 

 社会資本等について将来の償還等が必要な負債による 

形成割合（公共資産等形成充当負債の割合）を算出する 

ことにより、社会資本等形成に係る将来世代の負担の比 

重を把握することができます。 

※控除地方債…臨時財政対策債など社会資本形成以外に発行す 

       る地方債 

※控除基金…減債基金など社会資本形成に取崩が出来ない基金 
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【持続可能性(健全性)】 

⑤住民一人当たり負債額（普通会計） 

 (地方債＋地方債(短期))÷人口 

 [(3,181,282＋387,983)÷4,057＝８８０千円]  

 

 地方債残額を人口で除して住民一人当たりの負債額と 

することにより、住民にとって分かりやすい情報となる 

と共に、他団体との比較が容易となります。 

 

⑥基礎的財政収支[プライマリーバランス]（普通会計） 

 経常的収支＋資本的収支 

 [567,399＋▵77,696＝４８９，７０３千円]  

 

 資金収支計算書上の経常的収支及び資本的収支の合算 

額を算出することにより、地方債等の元利償還額を除い 

た歳出と、地方債等発行収入を除いた歳入のバランスを 

示す指標となり、当該バランスが均衡している場合には、 

経済成長率が長期金利を下回らない限り経済規模に対す 

る地方債等の比率は増加せず、持続可能な財政運営であ 

るといえます。 

  

⑦債務償還可能年数（普通会計） 

 [(地方債(短期)＋地方債＋退職給付引当金) 

－(財政調整基金＋減債基金)]÷経常的収支 

 [(387,983+3,181,282+762,428)-(1,153,567+5,742)]÷567,399＝５．５９年] 

 

 実質債務（地方債残高等（退職手当引当金等を含む） 

から充当可能基金等を控除した実質的な債務）が償還財 

源上限額（資金収支計算書における経常収支分の黒字分） 

の何年分あるかを示す指標で、債務償還能力は、年数が 

短いほど高く長いほど低いといえます。 

 債務償還可能年数は、償還財源上限額を全て債務の償 

還に充当した場合に、何年で現在の債務を償還できるか 

を表す理論値ですが、債務の償還原資を経常的な業務活 

動からどれだけ確保できているかということは、債務償 

還能力を把握するうえで重要な視点のひとつです。 
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【効率性】 

⑧住民一人当たり行政コスト（普通会計） 

 純経常行政コスト÷人口 

 [2,577,647÷4,057＝６３５千円] 

 

行政コスト計算書で算出される純経常行政コストを人 

口で除して住民一人当たり行政コストとすることにより、 

地方公共団体の行政活動の効率性を測定することができ 

ます。また、当該指標を類似団体と比較することで、当 

該団体の効率性の度合いを評価することができます。 

なお、住民一人当たり行政コストについては、地方公 

共団体の人口や面積、行政権能等により自ずから異なる 

べきものであるため、一概に他団体と比較するのではな 

く、類似団体と比較すべきことに留意する必要がありま 

す。 

 

【自律性】 

⑨受益者負担の割合（普通会計） 

  経常収益÷経常業務費用×１００％ 

  [203,906÷1,578,534×100％＝１２．９２％] 

 

 行政コスト計算書の経常収益は、使用料・手数料など 

行政サービスに係る受益者負担の金額ですので、これを 

経常費用と比較することにより、行政サービスの提供に 

対する受益者負担の割合を算出することができます。地 

方公共団体の行政サービス全体の受益者負担の割合を経 

年比較したり、類似団体比較したりすることにより、当 

該団体の受益者負担の特徴を把握することができます。 
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平成２６年度球磨村の財務諸表 

熊本県 球磨村 

〒869-6401 

熊本県球磨郡球磨村大字渡丙 1730番地 

TEL 0966-32-1111 

FAX 0966-32-1230 

HP http://www.kumamura.com 


